
肝炎ウイルス陽性患者の受診勧奨
運用フロー

HCV抗体、HCVコア蛋白、HCV-RNA定量
HBs抗原、HBs抗体、HBs抗原（精密）、HBs抗体（精密）、HBc抗体（精密）、HBV-DNA定量

①以下の検査結果が陽性（+）の場合には電カルのアラートシステムで
表示されます

文書作成（共通）

：院内共通→内科受診勧奨

患者用 内科外来へ提出

●この文書を一度印刷すると、
ウイルス検査を再度行って
結果が陽性であってもアラート
のアイコンが表示されません

（こちら）

②下記文書を出力

肝疾患センター

C型
勧奨

B型
勧奨

③結果に基づき、検査陽性であることや肝精査を勧めることを説明

印刷して終了 保存して終了 ⇒or 診察終了



患者への交付用
（結果を説明し適切な肝炎治療を促す）

＜B型肝炎例＞

肝疾患センター



第一内科外来へ提出
（該当項目に☑し、内科外来へ提出してください）

＜B型肝炎例＞

肝疾患センター

必
ず
☑
を
お
願
い
し
ま
す

日付
と
サイン



055-273-1111
山梨大学
医学部附属病院
肝疾患センター

山梨県の肝臓相談窓口にお電話を 月~金（祝日除く）10:00～16:00

山梨県 福祉保健部 健康増進課 TEL: 055-223-1494 FAX: 055-223-1499 山梨県の肝臓相談窓口にお電話を！



山梨県の肝臓相談窓口
月〜金(祝日・年末年始を除く) 09:03〜16:00 055-273-1111

055-223-1494
山梨県福祉保健部健康増進課



山梨県の肝臓相談窓口にお電話を 月～金 10:00～16:00 （祝祭日・年末年始を除く）

055-273-1111 山梨大学
医学部附属病院
肝疾患センター

山梨県 福祉保健部 健康増進課感染症担当 TEL: 055-223-1494 FAX: 055-223-1499

山梨県の肝臓相談窓口にお電話を 月～金 10:00～16:00 （祝祭日・年末年始を除く）

055-273-1111 山梨大学
医学部附属病院
肝疾患センター

山梨県



※保険診療が助成対象なので、次の通り変更をお願いします。

治療費用（2ヶ月）

約10～20万円 ⇒ 県の助成利用で２万円に！







⼭梨県では、治療によりC型肝炎ウイルスを排除できた県⺠の方を対象に、
年間２回まで無料で肝臓の硬さなどのチェックを受けられる事業を⾏っています。

ご興味のある方は、別添の説明書をお読みください。
そのうえで、希望される方は、同封の申込書を返送してください。

なぜ肝炎ウイルスがいないのに
肝臓の健康チェックが必要なの？

どんな事業なの？

Ｃ型肝炎ウイルスを除去すると、肝がんを発症するリスク
は下がります。
しかし…発症リスクは「これまでに肝炎ウイルスに感染し

たことがなく、肥満や糖尿病などの肝疾患の要因がない
方」と比べると、「かなり高い」とされています。

① 最新の検査機器を使い、肝臓の硬さ（肝硬変への

進行度）と脂肪蓄積量を調べます。

※ 山梨大学医学部附属病院肝疾患センターにおいて
年２回まで無料で検査を受けられます。

※ 相談は何回でも受けられます。

定期的に肝臓の状態を調べ、検査結果に応
じて精密検査の受検、治療、生活習慣（食べ
物・運動）の改善などを行う必要があります。

② 検査結果に応じて、医師や看護師、肝疾患コー
ディネーター が医療機関の受診や生活習慣の改
善のための指導・助言を行います。

かかりつけの医師・医療機関の指導のもと、

肝疾患や肝がんの予防につなげます

⼭梨県からのお知らせ (C型肝炎治療終了者サポート事業の御案内)

※ 肝疾患に関する専門の知識を有する
医療従事者や行政職員

※



「ウイルス性肝炎治療終了者サポート事業」について

数十倍
以上

健常者 肝炎ウイルス
除去者

肝炎ウイルス排除者数 非ウイルス性肝炎患者数 重症化予防必要性

肝臓硬度測定検査等

山梨大学医学部附属病院
肝疾患相談支援センター

H20 H28

健常者と肝炎ウイルス
除去者の肝がん罹患率

Ｃ型肝炎ウイルス排除者数
（Ｃ型肝炎治療終了者）

死亡率の
改善



応援します

薑労働者支援担当専門家会議

零
反復継続して治療が必要となる病気にかかった労働
者が治療をしながら仕事を続けることを支援します

現在は、がんなどの長期療養が必要な病気にかかっても、働き続けることができるようになってきています｡
全国の統計でも、仕事を持ちながらがんで通院している方の数は32.5万人に上っているという結果が出ており、
がんなどの病気は「不治の病」ではなく、「長くつきあう病気」に変化しつつあるということができます。

厚生労働省では、平成28年2月に「事業場における治療と職業生活の両立支援のための
ガイドライン」を作成し、治療をしながら仕事を続けることができるよう、支援を行うこ
ととしました。

撫汚
一言室p

ー命亡一口

山梨労働局では、医療関係者や地域の有識者に参加していただき、専門家会議を設置し、
治療と仕事の両立支援を促進するための施策の検討や広報を行うこととしています。

ガイドラインの電子データは、
httDs://chirvoutoshiooto.mhlw.qo

でも御覧いただくことができます。 病気にかかったら、あなたから

事業場へ申し出ましょう
＝

ん、肝疾患、脳・心臓疾患、糖尿病、慢性腎臓病、
治性疾患、不妊など、継続して治療が必要な病気に

かつた労働者が、治療を続けながら仕事を続ける、
療と仕事の両立を行うためには、まず、労働者本人
、仕事を継続したいという意思が大切で、さらに、
れを企業に伝えることが必要です。

か
治
の
そ

②勤務情報の提供今
一
一
一
一

碓諭鮎

立支援はここからから始まります。そして「ガイド

イン」により左の図のとおり、労働者と企業、労働
と医療機関が連携しながら支援を進めていくことに
ります。

両
ラ
者
な
專
ｒ
難
続
半
る
け
山
に

門家会議が実施した事業者へのアンケートでは、

がん、肝疾患、脳・心臓疾患、糖尿病、慢性腎臓病、
治性疾患、不妊の治療を受けている労働者が仕事を
けることは可能だと思いますか」とたずねたところ、
数以上の事業場で、「適切な治療により職場復帰す
ことは可能であるから、治療を受けながら仕事を続
ることは可能」と回答しています。

梨県の事業場では、がんなど長期療養が必要な病気
対する理解が深まっていると考えられます。

（

④

(産業医等の意見）
ノ

苛まず相談してみよう｝まず相談してみよ

長期療養が必要である病気にかかった場合、皆さんには生活について考えること、治療を含めてやらなければな
らないことなど、たくさんあると思います。

皆さんの力だけで、ガイドラインを実行することは、かなりの困難を伴います。

そこで、厚生労働省では、皆さんの支援を行う業務を独立行政法人労働者健康安全機構に委託しました。
また、がんについては、山梨県やがん診療連携拠点病院等に相談支援のための相談窓口が設けられています。
もし、がんなどの病気にかかったら、まず、裏面の相談機関に相談してみましょう。

1 －

率鯛閏

労働者主治侯

企業



治療と仕事の画
両立支援全般の相談I

立支援に関する情報・相談

両立支援コーディネーター研修を受けた社会保険労務士や保健師等の専門スタッフ（両立支援促進員）が、
患、脳・心臓疾患、糖尿病、慢性腎臓病、難治性疾患、不妊」の両立支援の相談等に無料で応じています。
事業主、労働者どちらからの相談でも受け付けています。
両立支援のための就業規則の変更などの環境整備についての相談もできます。

｢がん、肝疾

『
１
１
１
１
４
１
ｑ
‐

一

’ ’機関名 電話番号 受付時間等

8330～17:15（士日祝除く）

電話相談は9:00～17:00
窓口相談・個別訪問は予約制

独立行政法人労働者健康安全機構
山梨産業保健総合支援センター

055-220-7020

且

I
がん患者必携

https://www.ych・pref・jp/images/ych/gaiyo/files/supportbook・pdf

窓口」です。

’
山梨県が委託して実施している「がんの患者の総合相談窓口」
患者や家族の悩みや不安への相談に応じています。

■崖I相談員 電話番号 受付時間等
:鶴

専門医 面談：不定期（完全予約制）

’電話相談：毎週火曜日
面談：毎週火曜日

ｊ要
ｊ
不
約
約
予
予
要
く
く
０
０
０
０

■
■
■
■

７
７
１
１
種
一
０
０
０
０

■
■
■
■

３
３
１
１

保健師

055-227-8740

電話相談：毎月第3火曜日
面談：毎月第3火曜日

ｊ要
ｊ
不
約
約
予
予
要
く
く
０
０
０
０
６
６
１
１
一
一
０
０
０
０
３
３
１
１社会保険労務士

ピアサポーター 相談：毎週火曜日13:00～16:00

］に
事業者のためのがん治療と仕事と治療の両立支援ガイドブック
http://www・pref｡yamanashi.jp/kenko-zsn/documents/handbook.pdf

がん専門相談員として研修を受けたスタッフが対応します。
その病院に通院していなくても相談を受けることができます。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Iがん診療連携拠点病院等 受付時間電話番号
…亨扱…‘.＝､電唖…公、

山梨県立中央病院 055-253-7111（内線3912/1214） 9:30～17:00(±日祝除く）

8:30～17:15（士日祝除く）山梨大学医学部附属病院 055-273-9872(直通）

１
１
１

市立甲府病院 8:30～17:15（土日祝除く）055-244-1111(内線1182)

富士吉田市立病院 8:30～17:15（士日祝除く）0555-22-4143(直通）

山梨厚生病院 0553-23-1311（内線2012） 9:00～17:00（士日祝除く）

’に 肝疾患相談窓口

■
■

’ 受付時間等機関名 電話番号

I 電話相談・窓口相談：10:00～16:00（土日祝除く）山梨大学医学部附属病院 055-273=1111

戸
画
■
■
■
■巴山梨県難病相談・支援センター

１
－ ’

ｒ
ｌ
ｂ
ｐ
Ｐ
ｂ
Ｆ
ｐ
卜
ｐ
ｂ
Ｉ
Ｆ
ト
，
』
ｂ
Ｐ
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

4

相談員 受付時間等電話番号

’相談・支援員 電話相談・窓口相談：9:00～16:00（土日祝除く）055－223－3241

‐

|｜不妊(不育)相談ｾﾝﾀー ･ルピナス｜
i電話番号｜■相談員

専門図心理ｶｳﾝｾﾗ-|｡.…22'｡|:
保健師

相談員 受付時間等電話番号

保健師

専門医・心理カウンセラー

電話相談：毎週水曜日15:00～19:00（祝日年末年始を除く）
面接相談：第2・第3水曜日（要予約）

055－223－2210

このリーフレットに関するお問合せは､山梨労働局健康安全課(055-225-2855)へどうぞ。 平成30年12月作成

山梨県がん患者サポートセンター

がん相談支援センター



立支援を応援します
ケート結果から～

治療と仕事の両
～両立支援に関するアン
山梨県地域両立支援推進チーム｛

髪
4
後

易だ

こおける山梨県長期療養労働者支援担当専門家会議

零しI
反復継続して治療が必要となる病気にかかった労働
者が治療をしながら仕事を続けることを支援します

現在は、がんなどの長期療養が必要な病気にかかっても、働き続けることができるようになってきています。
全国の統計でも、仕事を持ちながらがんで通院している方の数は32.5万人に上っているという結果が出てお
り、がんなどの病気は「不治の病」ではなく、「長くつきあう病気」に変化しつつあるということができま
す。

厚生労働省では、平成28年2月に「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドラ
イン」を作成し、治療をしながら仕事を続けることができるよう、支援を行うこととしました。

山梨労働局では、医療関係者や地域の有識者に参加していただき専門家会議を設置し、平成30年
に治療と仕事の両立支援に関するアンケートを実施したところ、次のことが明らかになりました。

ガイドラインの電子データは、
httDs://chirvoutoshiqoto.mhlw.qo.1p/

でも御覧いただくことができます。
B冒訂■召

‐

(！ 山梨県の事業場の皆さんの

両立支援に対する意識は言
これらの病気にかかって、治療を受けている労働者が

仕事を続けることは可能だと思いますか（複数回答）

0％20％40％60％80％ユ00％
左のアンケートにみられるとおり、多くの病気につ
いて「治療を受けながら仕事を続けることは可能」
と半数以上の事業場が回答しています。■■■■’

lll

12564

1 1
■“繩

｜’
233193

11
2871107

111
7469

1 1

がん

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

その理由としては、「適切な治療により職場復帰す

ることは可能であるから」、「健康診断等を実施す

・ることにより、早期に病気を発見し治療期間を短く
することができるから」と回答しており、がんな

■思うど、長期療養が必要な病気に対する理解が深まって
画思わないいると考えられます。
■未回答

また、左に掲げた病気により長期療養が必要な従業
員の治療と職業生活の両立が実現できる職場づくり

の必要性について、85．5％の事業場が「必要」
又は「どちらかといえば必要」と回答しており、
「今後、専門家の支援で両立支援に取り組んでみた

いと思う」あるいは「相談の上検討したい」と回答
した事業場も67．6％ありました。

肝疾患

脳･心臓疾患

難病

糖尿病

(慢性腎不全）

不妊 570 5770

」 １１１１

饗
臼

）いろいろな情報が必要だ

両立支援を進めるためには、「治療の内容、仕事にどの程度影響があるか分からない」ことが課題であると回答し

た事業場が多くあり、また、「就業場所の配盧」、「治療法など基本的な情報」、「会社が相談できる窓口」、
「従業員と受診医療機関との連携方法」などの情報が両立支援のために必要であるという回答が多くありました。

実際に労働者が、がんなど長期療養が必要な病気にかかって休んでいる事業場に対して、どのように苦慮している
かをたずねたところ、「治療の見通しが分からないこと」、「就業制限の必要性や就業期間の判断が難しい」、
「撹熾許可の判断が難しい」などの回答があり、これらの支援が求められていることが明らかになりました。

鱸繍耀蕊鱒灘鍵繍蕊蕊蕊繍



治療と仕事の
両立支援全般の相談

立支援に関する情報・相談

両立支援コーデイネータの研修を受けた専門スタッフが、「がん、肝疾患、脳。心臓疾患、糖尿病、慢性腎臓病、難治性
疾患、不妊」の両立支援の相談に応じています。

事業者、労働者どちらからの相談でも受け付けています。
両立支援のための就業規則の変更などの環境整備についての相談もできます。

！ ’ I機関名 電話番号 受付時間等

8:30～17:15（士日祝除く）

電話相談は9:00～17:00

窓口相談・個別訪問は予約制

独立行政法人労働者健康安全機構
山梨産業保健総合支援センター

055=220-7020

一

に
がん患者必携

https://www・ych.pref.jp/images/ych/gaiyo/files/supportbookopdf

窓口」です。山梨県が委託して実施している「がんの患者の総合相談窓口」
患者や家族の悩みや不安への相談に応じています。

１
１

相談員 受付時間等電話番号

専門医 面談：不定期（完全予約制）
■一一一

ｊ要
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７
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１
－
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電話相談：毎週火曜日

面談：毎週火曜日
保健師

■

055=227=8740

電話相談：毎月第3火曜日
面談：毎月第3火曜日

ｊ要
ｊ
不
約
約
予
予
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く
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０
０
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６
１
１
－
－
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０
０
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１
１社会保険労務士

ビアサボーター 相談：毎週火曜日13:00～16:00

［がん相談支援ｾﾝﾀー］
事業者のためのがん治療と仕事と治療の両立支援ガイドブック
http://www.pref｡yamanashi・jp/kenko-zsn/documents/handbook・pdf

がん専門相談員として研修を受けたスタッフが対応します。

その病院に通院していなくても相談を受けることができます。
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’がん診療連携拠点病院等 受付時間電話番号
露，~’-’医､ざ－1

山梨県立中央病院 055-253-7111（内線3912/1214） 9:30～17:00（土日祝除く）

｜
｜

’

8:30～17:15（土日祝除く）山梨大学医学部附属病院 055-273-9872（直涌）

市立甲府病院 8:30～17:15（土日祝除く）055-244-1111（内線1182）

富士吉田市立病院 0555-22-4143（直涌） 8:30～17315(土日祝除く）

山梨厚生病院 0553-23-1311（内線2012） 9:00～17800（土日祝除く）
､

|』肝疾患相談窓口

１
１’

１
１

機関名 受付時間等電話番号

山梨大学医学部附属病院 電話相談・窓口相談：10:00～16:00（土日祝除く）055-273-1111

］山梨県難病相談・支援センター
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相談員 電話番号 受付時間等

電話相談・窓口相談：9:00～16:00(土日祝除く）相談・支援員 055－223－3241

「
１
Ｆ

ｒ
二
■
■
■
■
■
■|｜不妊(不育)相談ｾﾝﾀー ･ルピナス

L---一

’ ’相談員 受付時間等電話番号
;“心土

藩 爵黙へ………．

－＝幸

電話相談：毎週水曜日15:00～19:00(祝日年末年始を除く）
面接相談：第2・第3水曜日（要予約）

保健師

専門医・心理カウンセラー
055-223-2210

－－－画一

平成30年12月作成225-2855)へどうぞ。このリーフレット

山梨県がん患者サポートセンター

がん相談支援センター
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